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― 注 意 事 項 ― 

 

１．問題冊子は指示があるまで開かないこと。 

２．受験番号と氏名を問題冊子および解答用紙のそれぞれに必ず記入すること。 

３．解答は横書きのこと。 

４．解答用紙の余白にはなにも書かないこと。 

５．下書きは問題冊子の余白を使用すること。 

６．解答用紙は原則として交換しない。 

７．試験終了後、問題冊子および解答用紙は持ち帰らないこと。 
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【設問１】問 1 から問３に答えなさい。 

 

問１ 病院看護職員（保健師・助産師・准看護師）のうち、新卒者の離職率の推移について、 

図１から読み取れることを記述しなさい。〔10 点〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典．日本看護協会（2025 年 3 月 31 日）2024 年「病院看護実態調査」結果 News Release（ｐ6）  

https://www.nurse.or.jp/home/assets/20250331_nl1.pdf （2025 年 7 月 22 日閲覧） 一部改変 

 

図 1 病院看護職員（保健師・助産師・准看護師）の離職率の推移（単位：％） 
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問 2 図２は、2023 年度に退職した新卒看護師について看護管理者が考える主な退職理由の 

上位 5 つを集計したものです。 

図 2 の点線で囲まれている部分から読み取れることを記述しなさい。〔10 点〕 

 

問３ 問２の解答をふまえた新卒看護師の課題を 1 つあげ、具体的な対策を 3 つ記述しなさい。 

〔20 点〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典．日本看護協会（2025 年 3 月 31 日）2024 年「病院看護実態調査」結果 News Release（ｐ10）  

https://www.nurse.or.jp/home/assets/20250331_nl1.pdf （2025 年 7 月 22 日閲覧）一部改変 

 

図 2 
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【設問２】看護におけるデジタルトランスフォーメーション（以下、看護 DX）について、日本学術会議  

健康・生活科学委員会看護学分科会では「看護職が、医療を取り巻く環境の激しい変化に対応

し、データとデジタル技術を活用して、患者・サービス利用者、並びに社会のニーズに、看護 

サービス提供モデル看護職教育、看護ケア技術開発、それら根底にある看護学を変革するとと 

もに、看護の質そのものや、組織、プロセス、看護提供場面における文化・風土を変革し、社 

会からの付託に応えるべく、看護サービスの継続性を確立し、発展させること」と定義してい 

ます。これをふまえて、問 1 と問 2 に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

問１ 看護 DX における国内の実践例とその効果について、具体的に 1 つ記述しなさい。〔10 点〕 

 

問２ 看護 DX 推進における課題を 1 つあげて説明しなさい。〔10 点〕 

 

 

 

 

  

出典．日本学術会議 健康・生活科学委員会看護学分科会報告 （2023 年 9 月 22 日） 

「 持 続 可 能 な 社 会 に 貢 献 す る 看 護 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン 」

https://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-25-h230922-3-abstract.html  
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【設問 3】下記の事例を読み、問 1 と問 2 に答えなさい。 

 

＜患者情報＞ 

A 氏 55 歳 男性、家族構成：妻（47 歳、パート勤務）と息子（大学生）の 3 人家族 

＜これまでの経過＞ 

てんかん発作後の検査で脳腫瘍が疑われ、開頭腫瘍摘出術後に神経膠腫グレード 2 と診断された。 

術後 5 日が経過し、現在の意識レベルは JCSⅠ-３である。失語があり、発語は単語のみだが言語理解

は可能で、質問にはうなずきと首振りで返答している。また右片麻痺があり、リハビリが開始されてい

るが、自力での端坐位は不安定である。看護師は、必要時にナースコールを押すように繰り返し説明し

ているが、ひとりで起き上がろうとすることがあった。 

昨日、夜勤看護師が見回りをした際に、A 氏が急に起き上がって動き出そうとしたり、興奮してベッ

ド柵を外そうとする行為が見られた。そこで夜勤看護師は体幹ベルトの使用を開始しようとしたが、A

氏は体幹ベルトの装着に拒否を示した。 

 

出典：ウィリアムソン彰子 編（2024），今だからこそ知りたい 臨床で倫理的問題にどう向き合うか 

(pp.79-84)，照林社 一部改変 

 

問１ A 氏の意向について、考えられることを 2 つ記述しなさい。〔10 点〕 

 

問２ 倫理的問題となる価値の対立とその根拠となる倫理原則について記述しなさい。〔10 点〕 

 

問３ 2024 年度の診療報酬改定で、医療機関において組織的に身体的拘束を最小化する体制を整備する

ことが規定されました。 

身体的拘束を最小化するための体制について 2 つ記述しなさい。 

〔20 点〕 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


